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英⽂原著 1 Takahashi H, Yokomaku K, Tsukada K, Otsuka F, Morita H, Naito T. Educational program for general physicians to promote early diagnosis and
initiation of treatment of human immune deficiency virus infection. Journal of AIDS research 22: 46-50, 2020

開設の⽬的・概要　等
本寄附講座の設置⽬的は、院内の救急体制のあり⽅と患者の容態に応じた適切なトリアージの⽅法に関する研究の実施、埼⽟県東部地域医療圏の⼀次
から三次医療機関との連携⽅策などの調査・研究、さらに総合診療医の育成に寄与することである。本研究⽬的のために、越⾕市⽴病院に2011年5⽉1⽇
〜2014年3⽉31⽇の期間、寄附講座として地域総合診療研究講座が設置された。その後さらに6年間の期間延⻑（第Ⅱ期、2014年4⽉1⽇〜2017
年3⽉31⽇、第Ⅲ期、2017年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇）となり、さらに期間延⻑となった。（第Ⅳ期、2020年4⽉1⽇〜）

本寄附講座の実務活動の⽬的・⽬標を以下に設定した。
⽬的
 ・越⾕市の救急・医療体制がより改善され、市⺠が今以上に安⼼して暮らすことができる街となる。
 ・越⾕市⽴病院が本講座の増設によって活性化し、若い研修医が増加するような、医師にとっても魅⼒ある医療期間となる。
 ・本講座の設置によって、越⾕市近隣の救急隊が円滑に活動することができ、市の救急システムが効率的に稼働するようになる。
 ・救急外来のスタッフのストレスが低減し、やりがいと誇りを持って働けるようなシステム・環境を構築する。

⽬標
 ・専⾨科に拘わらず、どのような医師が対応したとしても、安定的、持続的に無理なく継続できる医療システムを構築する。
 ・越⾕市⽴病院内の診療科各科、多職種間の連携・チームワークを構築する。
 ・越⾕市⽴病院の救急⾞受け⼊れ不応需数を減らす。
 ・Preventable Death（待合室での急変）を減らす。
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admission records. Journal of Hospital General Medicine 2: 56-61, 2020
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英⽂原著 23 Tomohiro Hosoda, Yuki Uehara, Toshio Naito,An HIV-infected Patient with No Serious Adverse Events after Overdosing on Raltegravir,Internal
medicine,2020.1.15;59(2):285-287

英⽂原著 24

Hiroki Iriyama, Toshikazu Abe, Shigeki Kushimoto, Seitaro Fujishima, Hiroshi Ogura, Atsushi Shiraishi, Daizoh Saitoh, Toshihiko Mayumi, Toshio
Naito, Akira Komori, Toru Hifumi, Yasukazu Shiino, Taka-Aki Nakada, Takehiko Tarui, Yasuhiro Otomo, Kohji Okamoto, Yutaka Umemura, Joji
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和⽂原著 2 宇佐美 諒, 村⽥ 健介, 岡本 健, ⽥中 裕,救急外来に常駐する救急救命⼠の有⽤性,⽇本救急医学会関東地⽅会雑誌; 2020 年 41 巻 2 号 p. 253-256
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⽇

国内学会発表 6 福島真⼀、藤林和俊、⾦澤晶雄、髙橋宏瑞、岩渕志桜⾥、⼭下梨絵r、内藤俊夫、「総合診療医へのHIV感染症知識の普及におけるオンラインレクチャーの効果の研究（中間報
告）」､第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年2⽉22⽇

国内学会発表 7 遠藤⾹菜⼦､福島真⼀、⽥形愛美、福井由希⼦、鈴⽊⿇⾐、内藤俊夫、「電⼦カルテアラートシステムによるHIV感染者早期発⾒の取り組み」､第20回⽇本病院総合診療医学会学
術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年2⽉22⽇

国内学会発表 8 斎⽥瑞恵、横川博英、福⽥洋、宮上泰樹、⾼橋雄⼀、久岡久彦、内藤俊夫、「⽇本⼈の健康診断参加者の⾎清亜鉛濃度と亜鉛⽋乏または潜在的亜鉛⽋乏の特徴」､第20回⽇本
病院総合診療医学会学術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年2⽉22⽇

国内学会発表 9 中⼭樹、⾼橋雄⼀、宮上泰樹、⾦井美紀、梁広⽯、内藤俊夫、「⻑期内服中であったDPP-4阻害薬により惹起されたRS3PE症候群の⼀例」､第20回⽇本病院総合診療医学会学
術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年2⽉22⽇

国内学会発表 10 福井早⽮⼈、乾啓洋、中⻄雄⼤、内藤俊夫、「関節痛を主訴にした総合診療科⼊院患者の検討」､第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年
2⽉22⽇



国内学会発表 11 有川茉莉、後藤研⼈、⾼橋宏瑞、森博威、内藤俊夫、「TAFRO症候群を疑った、診断に難渋した１例」､第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、
2020年2⽉22⽇

国内学会発表 12 ⽮野峻伍、宮上泰樹、⾼橋雄⼀、内藤俊夫、「患者が医師であることで⽣じた診断遅延の⼀例」､第20回⽇本病院総合診療医学会学術総会・､ヒルトン福岡シーホーク、2020年2⽉
22⽇

国内学会発表 13 ⼊⼭⼤希、福島真⼀、⾼橋宏瑞、斎⽥瑞恵、横幕能⾏、塚⽥訓久、内藤俊夫、「総合診療医に向けたHIV感染症に関するオンラインレクチャーの効果」、第34回⽇本エイズ学会学術
集会・総会、2020年11⽉27⽇〜29⽇

国内学会発表 14 加納永将、⼭本祐資、⼩森⼤輝、笹⼭貴⼦、種井実佳、内藤俊夫、「薬剤熱と鑑別を要した腎盂腎炎の１例」第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会、2020年9⽉26⽇・27
⽇

国内学会発表 15 ⼭本祐資、⼩森⼤輝、種井実佳、笹⼭貴⼦、内藤俊夫、「後頭部痛で受診し化膿性脊椎炎の診断に苦慮した⼀例」第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会、2020年9⽉26
⽇・27⽇

国内学会発表 16 ⻑岩優貴、張耀明、⼩川まゆ、後藤研⼈、鈴⽊⿇⾐、内藤俊夫、「離島における⽪膚診療の改⾰」第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会、2020年9⽉26⽇・27⽇

国内学会発表 17 幅雄⼀郎、常⾒亜佐⼦、橋⼝尚幸、内藤俊夫、「⼼不全と希死念慮を呈した甲状腺中毒症」第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会、2020年9⽉26⽇・27⽇

国内学会発表 18 ⾼⽥有沙、増⼭勝俊、宮上泰樹、内藤俊夫、「急性腎盂炎とアンカリングした梨状筋膿瘍の⼀例」第21回⽇本病院総合診療医学会学術総会、2020年9⽉26⽇・27⽇

国内学会発表 19 ⽯原 唯史, 末吉 孝⼀郎, 近藤 豊, 松⽥ 繁, 岡本 健, ⽥中 裕. Rapid response carによる重症⼩児救急患者の6年間の搬送実績と課題. 第23回⽇本臨床救急医学会.
2020年8⽉

国内学会発表 20 三好 ゆかり, 末吉 孝⼀郎, 沼⽥ 賢治, 中村 有紀, ⽯原 唯史, 平野 洋平, 近藤 豊, 松⽥ 繁, 岡本 健, ⽥中 裕. バルプロ酸徐放剤過量内服により遅発性意識障害を伴う⾼アン
モニア⾎症を呈した⼀例　中毒研究 33(2) 142 - 142 2020年9⽉

国内学会発表 21 近藤 豊, 敗⾎症に対する抗菌薬治療のエビデンス解説, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 22 近藤 豊, 適切な集中治療を意識した熱中症病態の把握, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 23 近藤 豊, ⼩児敗⾎症のエビデンス解説, 第47回⽇本集中治療医学会学術集会, 2020年3⽉

国内学会発表 24 近藤 豊, まずは研究をはじめてみよう【研究テーマの選び⽅から研究計画⽴案】,第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉

国内学会発表 25 池上さや、近藤　豊、中村有紀、牧　千佳、松⽥　繁、岡本　健、⽥中　裕. 軽微な受傷機転により右横隔膜損傷、⼤量⾎胸を来した⼀例. 第48回⽇本救急医学会学術集会,
2020年11⽉

国内学会発表 26 志⾺　伸朗，細川　直登，久保　健児，伊藤　健太，近藤　　豊，吉村　旬平，原　　直⼰，⾼橋　　希. 抗菌薬治療、第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉

国内学会発表 27 川崎　達也，志⾺　伸朗，井⼿健太郎，⽯原　唯史，伊藤　雄介，稲⽥　　雄，川⼝　　敦，近藤　　豊，⾕　　昌憲，古薗　弘隆，松⽯雄⼆郎，三浦　慎也. ⼩児　第48回
⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉

国内学会発表 28 中村　謙介，丸島　愛樹，近藤　　豊，中本　英俊，福⽥　　有，⽶川　　⼒, 朝⾒　正宏，⾦⼦　純也，星⼭　栄成，井上　貴昭. てんかん重積に対するレベチラセタムとホスフェ
ニトインの有効性の⽐較︓多施設前向き無作為化⽐較試験 IENE ECT with LIFE、第48回⽇本救急医学会学術集会, 2020年11⽉



国内学会発表 29 熊川　靖章，近藤　　豊，末吉孝⼀郎，⽵内　悠⼆，⼯藤　智博，岡本　　健，⽥中　　裕. 腹部刺創による下⼤静脈損傷に対し，REBOA（Resuscitative endovascular
balloon occlusion of the aorta）を使⽤し救命した⼀例 第34回⽇本外傷学会　2020年12⽉

国内学会発表 30   岡本 健, 松⽥ 繁, ⽥中 裕「医療機関BCPの維持・管理について考える(BCM)」　あらゆる脅威からのレジリエンス向上を⽬的とした当院のBCMの取り組み第25回⽇本災害医学会総
会・学術総会、神⼾市、2020年2⽉19⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 内藤俊夫、取材､⽇本医事新報『まとめてみました』蘭　Web医事新報、gooニュース/dmenuニュース、2020年11⽉21⽇号

その他
（広報活動を含む）

2 内藤俊夫、執筆、全普⾼会誌第69号、2020年6⽉20⽇

その他
（広報活動を含む）

3 内藤俊夫、執筆、総合診療Vol30.No7、2020年7⽉15⽇

その他
（広報活動を含む）

4 近藤　豊、テレビ出演、イブニング信州（NHK）、2020年8⽉27⽇

その他
（広報活動を含む）

5 近藤　豊、動画出演、朝⽇新聞デジタル, 2020年7⽉9⽇

その他
（広報活動を含む）

6 近藤　豊、メディア掲載（商業雑誌）、Precio, 2020年3⽉31⽇


